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世界には十分な食料があります。 

しかし、8人に１人は「食べること」が 

満たされていません。 

世界には豊かな資源があります。 

しかし、それが有効に使われていないことで、 

苦しんでいる人がいます。 

 
 

   
 

 

【日程とプログラム】 

日程 

時間 
10:30 ～12:00 12:15 ～13:45 14:00 ～15:30 

8 月７日（木） 

テーマ：食料 

①訪ねよう！FAO 

国連食糧農業機関 

②参加型ワークショップ 

ハンガーバンケット 
--- 

8 月 8日（金） 

テーマ：環境 

③訪ねよう！ITTO 

国際熱帯木材機関 

④参加型ワークショップ 

エコカフェ 

⑤訪ねよう！シティネット横浜 

プロジェクトオフィス 

8月 11日（月） 

テーマ：食糧 

⑥訪ねよう！WFP 

国連世界食糧計画 
--- --- 

◆会 場：横浜市国際交流協会（YOKE）内会議室  ※地図参照 

(〒220-0012 横浜市西区みなとみらい 1-1-1、パシフィコ横浜  

横浜国際協力センター５階） 

◆対 象：高校生以上、大学生等３０歳以下の方、教職員等 

◆定 員：３０名（各回） 

◆参加費：５００円(※参加プログラム数に関係なく、1日一律５００円) 

◆主 催：公益財団法人 横浜市国際交流協会（YOKE） 

◆協 力：ＦＡＯ日本事務所、ＷＦＰ日本事務所、ＩＴＴＯ、シティネット横浜プロジェクトオフィス、 

ＯＶＥＲ１００、（特活）オックスファム・ジャパン 

◆後 援：横浜市政策局、横浜市教育委員会 

◆問合せ・申込先：7/11(金)9:00～受付開始 （先着順） 電話または、Email にて 
必要事項： ①氏名、②年齢、③参加希望プログラム番号、④連絡先 TEL、⑤質問事項（あれば） 

☆Ｅｍａｉｌ：chikyu@yoke.or.jp  ＴＥＬ：２２２－１１７３    ●詳細：http://www.yoke.or.jp 

公益財団法人 横浜市国際交流協会（ＹＯKＥ）  「夏休み！地球市民講座」担当                                                                              

 (注）本事業でお預りした個人情報は当事業以外の目的には使用いたしません。 

 

©ITTO 

 

©WFP 
©FAO 

©シティネット横浜プロジェクトオフィス 



第１日目  ８月７日（木） １０：３０～１３：４５ 『食料問題について考える』 

１０：３０ 

～１２：００ 

 

 

 

 

 

１２：１５ 

～１３：４５ 

 

 

 

 

プログラム① 訪ねよう！ＦＡＯ 

●講師： ＦＡＯ日本事務所  所長  Ｍ．チャールズ ボリコ ※通訳付き 

世界の飢餓・栄養不良人口は8億4200万人と推定され、深刻な地球規模での気候変

動が農業生産に多大な影響を及ぼし、不安定な食料価格が開発途上国の状況をより

厳しくしています。2050 年には 90 億人を超えるといわれる世界の人を養うため、持続

的な農業生産力の強化が必要となっています。こうした世界の食料、農業の現状と

FAO の役割についてお話します。 

プログラム② 参加型ワークショップ ハンガーバンケット（オックスファムが開発した、食の不公平さを 

体験するワークショップ 

●企画・運営：「ＯＶＥＲ１００」 （国際機関実務体験プログラムＯＢＯＧ会） 

世界では、生きるために最低必要限な「食べること」が満たされていない人が８人に１人と言われています。 

もし、すべての人々に公平に分配されていれば、飢える人はいなくなります。解決のための仕組みづくりや 

一人ひとりの行動について、一緒に考えてみましょう。 

 

第２日目  ８月８日（金） １０：３０～１５：３０ 『環境問題について考える』 

１０：００ 

～１２：００ 

 

 

 

 

 

１２：１５ 

～１３：４５ 

 

 

 

 

 

１４：００ 

～１５：３０ 

プログラム③ 訪ねよう！ＩＴＴＯ  

●講師： ＩＴＴＯ 広報担当官 ラモン カリーヨ ※通訳付き 

世界の熱帯林は、凄まじい勢いで減少を続けています。途上国では森林伐採と焼き畑農業を盛んに行っ

ているところも多数あります。そこで、森林資源を活用し、生活の糧を得ている現地のコミュニティーの人々

の暮らしと、持続的な森林の管理・保護・発展とのバランスに取組む ITTOの活動を紹介します。熱帯林はわれ

われの生活と密接な関係があります。この講義を通して熱帯林を守ることがわれわれの未来を守ること

につながるということを学びます。 

プログラム④ 参加型ワークショップ  エコカフェ 

●企画・運営： 「ＯＶＥＲ１００」 （国際機関実務体験プログラムＯＢＯＧ会） 

未来の子どもたちのために、今、わたしたちにできることは何でしょうか？ 

ワールドカフェの手法を使って、身近なところから環境問題について話しあうワークショップです。 

横浜市内の大学生による、環境に関わる具体的な取組みも紹介します 

☆協力：フェリス女学院大学 エコキャンパス研究会、明治学院大学 エコキャンパスミーティング、 

横浜市立大学環境ボランティア Step Up↑、 横浜国立大学公認学生団体 横国エコキャンパスプロジェクト 

プログラム⑤ 訪ねよう！シティネット 

●講師： シティネット横浜プロジェクトオフィス 企画課長 川崎 剛太郎 

近年の気候変動に伴い、大規模な災害や洪水が世界各地でおこっています。 洪水対策のための避難訓練

や避難所運営のアドバイス等、防災のノウハウをアジア太平洋地域の会員都市に伝える活動を通し、国際協力 

をすすめるシティネット横浜プロジェクトオフィスの取組みを学びます。 

 

第３日目  ８月１１日（月） １０：３０～１２：００ 『食糧問題について考える』 

１０：3０ 

～１２：００ 

 

 

プログラム⑥ 訪ねよう！ＷＦＰ 

●講師： ＷＦＰ日本事務所 支援調整官 中井恒二郎 

WFP 国連世界食糧計画は、飢餓のない世界を目指して、世界70カ国以上で毎年1億人近くに食糧支援を行

っています。そもそも飢餓って何？世界のどこで起きているの？原因は？食糧支援では具体的にどういう活動

をするの？どんな成果が得られるの？など、世界の飢餓と国連 WFP の食糧支援活動についてわかりやすくお

話します。 

注）上記プログラム①、③、⑤、⑥の「訪ねよう！」シリーズは、国際機関の事務所見学、職員によるセミナー、キャリア懇談会。 

   上記プログラム②、④のワークショップに参加される方は、昼食を持参下さい。 
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